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研究内容︓
 肺⾼⾎圧症は肺動脈圧の上昇を特徴とする難治性疾患であり、右⼼機能障害や右⼼拡⼤、右⼼不全
を引き起こすリスクがあります。三尖弁輪収縮期移動距離（TAPSE）は肺⾼⾎圧症の病態評価におい
て⼀般的に⽤いられている右⼼機能指標の1つです。しかしながら⼼エコー図検査による既存の右⼼機
能指標は、肺⾼⾎圧症の病態進⾏に伴う外的負荷（静脈還流量や三尖弁逆流など）による影響で正確
な評価とならないことが危惧され、近年は右⼼機能指標を右⼼系サイズで補正することで負荷に依存
しない病態評価が試みられています。そこで我々は、イヌにおいて最も⼀般的な⼼疾患である僧帽弁
疾患に続発した肺⾼⾎圧症の⽝を対象に、右⼼機能指標であるTAPSEについて、様々な右⼼系サイズ
で補正した新しい⼼エコー図指標による病態評価を試みました。本研究において、TAPSEは特に最⼤
右⼼室内腔径や右⼼室⾯積で補正することで⾮補正値では認められなかった重度な肺⾼⾎圧症の⽝に
おける有意な悪化を認めました。さらに、これらの補正指標は右⼼不全の早期検出にも有⽤である可
能性が⽰されました。
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